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秋田労福協は、5月 22日（水）にフォーラムアキタにおいて第 63回定 

期総会を開催した。本総会は、才村副会長のあいさつに始まり、議長に 

連合秋田副会長の舘岡丸氏が選出された。 

小川会長より、『この一年の活動を振り返ると、近年の特徴でもある自 

然災害による被災者への支援活動が多かったように思います。秋田県内・ 

近隣の地域でも経験したことのない大雨災害が頻発し、発災後には、連合 

秋田とともに災害ボランティア活動をはじめとする様々な支援を行うべく 

体制整備を図り、社協を通じ関連資材を被災地に贈呈する対応やボランテ 

ィア派遣を行うなど、自然災害に対する支援活動に取り組んできました。研究集会におきましても

過去の災害から学び、住民参加による新たな地域防災について考えていくための視点を提供する

など、いつ、どこで災害が起こるか予測できない環境の中で、地域や職場、家庭において自ら災害 

に備えることに対応した活動を行ってきました。今年もまもなく梅雨の 

時期に入ります。それぞれの家庭、現場で災害に対する備えをお願いした

いと思います。 

災害に限らず、今日、貧困や社会的孤立が広がり、社会の持続可能性の

危機が高まる中で、労福協の役割はますます高まっていますが、一方で、

労働者自主福祉運動の成り立ちや理念についての認識が薄れていること

から、活動自体への意義を常に再確認し、活動の活性化を図る必要があり

ます。 

秋田労福協の活動の柱である、運動の基盤強化、関連団体との連携強化、

災害復興支援・自然災害、地域貢献と、 

暮らしの総合支援の推進、貧困の解消・ 

持続可能社会の実現を柱に、さらに活動 

を進めていくことといたします』と挨拶 

した。 

その後、議事に入り 2024年度活動報 

告・決算報告、2025年度活動方針・予 

算等が審議され、すべての議案が承認 

された。最後に小川会長による「団結 

ガンバロー！」で定期総会は終了した。 

 

      

すべての働く人の幸せと豊かさをめざして 

連帯・共同で安心・共生の福祉社会をつくろう！ 

議 長 

舘岡 丸氏 

挨拶をする 

小川会長 

出席代議員 42 名 委任状 6 名 により総会は成立 
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第 37 回チャリティゴルフ大会 

  秋田カントリークラブ 

  ９月１２日 開催 

今年もやります！ 

カップ麺１個寄贈運動 

「カップ麺 1 個（袋麺でも可）」 

ゴルフ大会当日、会場内に設置する

フードドライブボックスへ寄贈を

お願いします。 

 

生活での悩み事・困りごと 

お気軽にお電話ください！ 

0120-980-699 

東北労働金庫秋田県本部

東北労働金庫秋田県本部

６月６日（金）富山県富山市「オーバード・ホール」におい

て全国研究集会が Hybridで開催された。 

今回は「地域が主役！あたたかな子供たちの居場所を」をテ

ーマに時代の流れの中で変化を続ける子供達の環境や悩み・

課題など「未来を担う世代」として捉え、いかに地域社会で育

てていくのかを考えディスカッションされた。 


